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夢から志へ 

～職場体験学習を通して～ 
 

  ２月に入って職場体験(6/2～6/4)に向けての学習を進めています。「働く」

ことは生活することに直結しますが、決してそれだけではありません。自分の好

きなことができる楽しみ、人から喜んでもらう喜び、人の役に立てるという自己
じ こ

有用感
ゆ う よ う か ん

（自分の属する集団の中で、自分がどれだけ大切な存在であるかというこ

とを自分自身で認識すること）や、どんなことでもしっかりとやり遂げる達成感

や責任感など、それぞれに「働く」ことの意味

を持っています。職場体験学習では、こういっ

たさまざまな価値観の視点や、相手のことを考え

ながら、自分の意志を伝えたり聞いたりするコミュニケーション能力、さら

にみんなが住む地域の仕事を知り、地域に関心を持ち、地域とのつながりを

深めることなどを発見し、学ぶことが目的なのですね。 

  

先日視聴した、ＮＨＫのにんげんドキュメント『大人ってすごい～14歳の職場体験～』と

いう、実際の中学生の職場体験を密着取材した番組では、人と接するのが苦手で、

挨拶一つなかなか出来ない男子中学生が登場します。美容院で職場体験をする中で

真剣に働く様子に初めて触れます。さらにお客様の前で見せる顔とは別に、店が閉

店してから技術を磨くために練習をする店員の目を見て、次第に顔つきや考えが変

わり、行動にうつしていく姿が取材されています。店長さんの言葉に… 

「いっしょうけんめいやっている人はカッコイイだろ？いっしょうけんめいやってない人はカッコわる

いわけよ。心にシャッターする人は、僕はあんたのことキライだから、あんたのいうこと聞きません、

っていう人いるのね。そういう人はうまくならない訳よ…」  

また、町工場で体験中の男子中学生は、２日目から遅刻をしてしまいます。｢体験期間中は中学生ではなく、

社会人として扱っている。もう来なくていい！ってことになるぞ｣と叱られ、厳しい現実を目の当たりにするのです。さ

らに、社長さんの言葉に… 

「学校は８０点ならまあいい、ということかもしれないけど、会社は１００点じゃなければお客さんからの信頼がなくなってしまう

んだよ。まあ、世の中はそんなようなもんだよ…」 
  

 昨日の教育委員会教育アドバイザーの佐藤正倫先生の講演会の中で、夢をかな

えるためには「感謝を大切にする」「未来のことを自分で考え、自分で描き、自分で実

践する」「社会人の基本である、感謝・あいさつ・掃除を大切にする」ということを学び

ました。視聴した番組の中で登場したプロの職人さんたちも、中学生たちに伝え

ようとしていたことですよね。 

また、「夢」は個人的なものであり、自分がしたいもの。さらに働くためには、社会的なものであり、社

会やみんなのために行う「志」が必要であることも学びました。 

 今ある毎日の当たり前な生活を、１日１日大切にしていかなくてはいけないことを改めて実感しました。 

自主自立！ 



 講演会で佐藤先生が紹介してくださった、斎田選手の記事です。読んでみてください。 


